
コ
ア
編
集
委
員
会：

お
二

人
と
も
前
期
か
ら
引
き
続

き
で
す
が
、
ま
ず
は
意
気

込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

片
山
委
員
長：

執
行
委
員

の
多
く
が
留
任
し
ま
し
た
。

本
来
な
ら
い
ろ
い
ろ
な
方

が
担
う
べ
き
で
す
が
、
逆

に
助
走
期
間
な
し
で
、
ど

ん
ど
ん
活
動
し
て
い
き
た

い
で
す
。

千
葉
書
記
長：

３
期
目
で

業
務
と
組
合
の
時
間
的
折

り
合
い
の
付
け
方
に
慣
れ

て
き
た
の
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

編：

今
期
の
重
点
課
題
は

何
で
し
ょ
う
？

委：

賃
下
げ
問
題
や
改
正

労
働
契
約
法
へ
の
対
応
で

す
ね
。

編：

山
形
大
学
で
は
組
合

が
訴
訟
に
踏
み
切
り
ま
し

た
ね
。

委：

私
た
ち
の
替
わ
り
に

闘
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

編：
労
契
法
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
パ
ー
ト
さ
ん
が
不

安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

委：

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
当
局
が
方
針
を
示
し

て
い
ま
せ
ん
し
。

書：

前
回
の
団
体
交
渉
で

は
、
「
法
人
化
以
前
か
ら

反
復
更
新
し
て
き
た
准
職

員
・
時
間
雇
用
職
員
は
、

無
期
雇
用
に
転
換
す
る
」

と
い
う
発
言
を
理
事
か
ら

引
き
出
し
ま
し
た
。
組
合

を
始
め
大
学
構
成
員
に
嘘

を
つ
か
な
い
か
、
法
人
本

部
が
み
ん
な
に
誠
意
を
見

せ
ら
れ
る
か
を
試
さ
れ
る

言
葉
な
の
で
、
今
後
の
動

き
に
注
目
し
た
い
で
す
。

編：

そ
れ
は
重
要
な
情
報

で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
組

合
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い

ま
す

書：

組
織
拡
大
が
急
務
で

す
。
組
合
財
政
に
も
影
響

し
ま
す
。

編：

コ
ア
の
予
算
も
大
幅

に
減
り
ま
し
た
・
・
・
。

書：

ほ
と
ん
ど
の
項
目
の

予
算
を
削
減
し
ま
し
た
。

執
行
委
員
会
の
お
弁
当
も

止
め
て
、
炊
き
込
み
ご
飯

を
作
っ
て
い
ま
す
。

編：
ま
さ
に
手
弁
当
で
す

ね
。
で
は
、
最
後
に
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

委：

新
職
員
へ
の
勧
誘
、

組
合
費
の
徴
収
、
チ
ラ
シ

配
布
や
署
名
集
約
な
ど
、

組
合
活
動
の
基
本
を
確
実

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

書：

未
組
合
員
に
も
法
人

に
対
す
る
意
見
を
持
っ
て

い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
の
意
見
を
汲

み
あ
げ
る
こ
と
で
、
仲
間

を
増
や
し
て
、
交
渉
時
の

発
言
力
を
強
く
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

編：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
コ
ア
も
紙
面
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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編集・コア編集委員会

＊消費税増税はやめろ
＊ＴＰＰ参加は反対
＊アベノミクスにだまされるな！

組合への加入を歓迎します

委
員
長

：

片
山
知
史

副
委
員
長：

大
場
哲
彦

副
委
員
長：

佐
藤
二
美

書
記
長

：

千
葉
裕
輝

書
記
次
長：

高
橋

京

執
行
委
員：

石
川

光

：

小
川
智
久

：

佐
藤
史
弥

：

北
村
裕
子

：

下
山
克
彦

：

半
田
政
子

：

田
嶋
玄
一

：

柳
田
賢
二

今
期
の
執
行
委
員

組
合
拡
大
と
要
求
の
実
現
め
ざ
し
て

委
員
長
＆
書
記
長
対
談
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宮城県春闘共闘会議年次総会で、村井県政の冷たい県

政の実態を聞いた。

被災者の医療・介護の負担免除を３月で打ち切った。

全会一致で県議会が請願を採択したにもかかわらずであ

る。仮設住宅のプレハブ協会への丸投げは寒さ対策なし、

追い焚き機能なしというお粗末な結果となった。がれき

処理は、自治体自身で行っているところはすでに終わっ

ているのに、ゼネコンへ丸投げしたところは進んでいな

い。トヨタ誘致に５００億円もばらまきながら、宮城の

雇用は全国下から４番目。

こんな冷たい県政とはきっぱりと縁を切り、あったか

い県政を実現させたいものである。（高橋京）

あったかい県政を１０／２７県知事選投票日

千葉書記長

片山委員長



栗
原
市
の
若
柳
総
合
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

（
栗
原
市
は
中
学
生
ま
で

医
療
費
無
料
だ
そ
う
で
す
！
）

放
射
能
や
原
発
へ
の
問
題

意
識
の
高
さ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

対
す
る
危
機
感
の
強
さ
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
参
加
し

ま
し
た
。

渡
辺
治
氏
の
講
演
「
安

倍
内
閣
で
ど
う
な
る
暮
ら

し
、
社
会
保
障
、
平
和
」

で
は
、
現
政
権
の
目
指
す

構
造
改
革
、
消
費
税
増
税
、

原
発
輸
出
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、

社
会
保
障
削
減
の
本
質
的

な
狙
い
が
、
判
り
や
す
く

解
説
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

安
倍
首
相
が
最
も
実
現
さ

せ
た
い
、
９
条
を
含
め
た

憲
法
の
全
面
的
な
改
憲
の

戦
術
が
説
明
さ
れ
、
そ
れ

を
拒
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

（
保
革
を
超
え
た
共
同
、

地
域
に
根
差
し
た
取
り
組

み
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は

母
親
大
会
の
理
念
と
も
共

通
し
て
お
り
、
多
く
の
参

加
者
の
共
感
を
呼
ん
で
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

（
片
山
知
史
委
員
長
）

午
前
中
は
う
た
ご
え
分

科
会
に
参
加
し
た
。
地
元

の
方
の
参
加
が
多
く
、
参

加
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満

ち
溢
れ
て
い
た
。
特
に
84

歳
の
女
性
の
方
の
若
々
し

い
声
に
は
励
ま
さ
れ
た
。

地
元
バ
ン
ド
の
演
奏
、
司

会
者
に
よ
る
趣
向
を
凝
ら

し
た
演
出
、
盛
り
沢
山
の

内
容
だ
っ
た
。

午
後
か
ら
の
、
渡
邊
美

穂
さ
ん
、
栗
原
真
弓
さ
ん

姉
妹
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
心

温
か
く
な
る
内
容
で
、
美

し
い
歌
声
に
魅
了
さ
れ
た
。

栗
原
に
流
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
サ
イ
レ
ン
の
曲
目
の
歌

は
、
子
ど
も
の
頃
の
情
景

が
目
に
浮
か
び
、
人
間
が

と
て
も
大
事
に
さ
れ
、
時

間
が
緩
や
か
に
流
れ
て
い

た
時
代
が
思
い
出
さ
れ
た
。

渡
辺
治
さ
ん
の
講
演
で
、

今
の
時
代
が
ど
ん
な
に
厳

し
い
時
代
で
あ
る
か
学
ん

だ
後
だ
っ
た
の
で
、
な
お

さ
ら
、
「
人
間
と
し
て
大

切
な
も
の
が
、
忘
れ
去
ら

れ
て
い
る
社
会
」
を
、
次

の
時
代
を
担
う
人
達
に
引

き
継
い
で
は
い
け
な
い
と

思
え
た
。

（
理
学
部
支
部

遠
山

智
子
さ
ん
）

一

日

目

の

全

体
会
は
、

幕
張
メ
ッ

セ

・

イ

ベ

ン

ト

ホ

ー

ル

を

会

場

に

、

記

念

講

演

と

文

化

行

事

が

行

わ

れ

た

。

会

場

は

７

５

０

０

人

も

の

参
加
者
で
熱
気
に
あ
ふ
れ

て
い
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
男
子
高
校
生
に
よ
る
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
披
露

が
あ
っ
た
。
若
者
達
の
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
は
、

と
て
も
新
鮮
で
、
母
親
大

会
に
新
し
い
風
が
吹
き
込

ま
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

「
憲
法
の
い
き
づ
く
国
に

―
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
」
の
タ
イ
ト
ル
で

記
念
講
演
を
さ
れ
た
伊
藤

真
さ
ん
は
、
わ
か
り
易
い

言
葉
で
と
て
も
力
強
く
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
最

後
に
「
目
が
見
え
な
い
か

ら
弁
護
士
に
な
っ
た
、
も

し
目
が
見
え
て
い
た
ら
弁

護
士
を
目
指
す
こ
と
は
な

か
っ
た
」
と
話
を
さ
れ
た

と
い
う
一
人
の
全
盲
の
青

年
弁
護
士
の
お
話
を
紹
介

さ
れ
、
『
不
自
由
が
自
由

に
す
る
』
（
不
自
由
だ
か

ら
闘
っ
て
い
く
）
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ら
れ

た
。
と
て
も
心
に
響
い
た
。

二
日
目
は
、
「
子
ど
も

の
心
に
よ
り
そ
っ
て
」
と

い
う
分
科
会
に
参
加
し
た
。

横
湯
園
子
さ
ん
（
臨
床
心

理
士
）
を
助
言
者
に
登
校

拒
否
を
め
ぐ
る
様
々
な
発

言
が
あ
っ
た
。
横
湯
さ
ん

は
、
１
９
６
９
年
に
わ
が

国
初
の
不
登
校
の
子
ど
も

の
学
級
が
国
立
国
府
台
病

院
児
童
精
神
科
病
棟
に
作

ら
れ
た
時
に
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
関
わ
ら
れ
、
そ
の
後

ず
っ
と
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
に
携
わ
っ
て

お
ら
れ
る
方
で
あ
る
と
の

こ
と
、
「
い
じ
め
」
の
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
っ

た
が
、
想
像
を
絶
す
る
も

の
で
、
い
じ
め
問
題
の
深

刻
さ
を
実
感
し
た
。
私
自

身
は
、
日
々
の
仕
事
に
反

映
で
き
る
内
容
を
、
横
湯

さ
ん
の
助
言
の
言
葉
の
中

か
ら
発
見
し
、
随
分
勇
気

づ
け
ら
れ
た
。
た
だ
、
毎

日
不
登
校
の
お
子
さ
ん
と

向
き
合
っ
て
お
ら
れ
る
お

母
様
た
ち
は
、
闘
い
の
日
々

な
の
だ
と
痛
感
し
た
。

“

仲
間
作
り
を
し
て
乗
り

越
え
て
行
こ
う
”
と
締
め

ら
れ
た
。
一
人
で
乗
り
越

え
る
に
は
と
て
も
苦
し
い

毎
日
だ
と
感
じ
た
。

「
未
来
は
現
在
の
中
に

あ
る
」
と
い
う
横
湯
さ
ん

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、

こ
の
言
葉
を
日
々
職
場
に

生
か
し
て
過
ご
し
て
行
こ

う
と
思
っ
た
。

二
日
間
の
企
画
と
共
に
、

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
病
院
支
部
の
半
田
政
子

さ
ん
の
語
ら
れ
る
す
べ
て

の
言
葉
が
、
職
場
に
疲
れ

を
感
じ
て
い
た
私
に
と
っ

て
は
、
心
の
栄
養
と
な
っ

て
浸
透
し
心
が
軽
く
な
っ

た
。

（
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
）
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第
５
３
回
宮
城
県
母
親
大
会

６
月
30
日

原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど

問
題
意
識
の
高
い
栗
原
市
で
開
催

１
５
５
２
人
参
加

改
憲
を
や
め
さ
せ
る
に
は

人
間
が
大
事
に
さ
れ
る
時

代
へ

第５９回日本母親大会（8月24日・25日）

「未来は現在の中にある」
理学部支部 遠山智子さん

若柳総合体育館



山
形
大
学
職
員
組
合
が
、

7
名
の
原
告
団
を
組
織
し

て
提
訴
し
た
「
一
方
的
不

利
益
変
更
無
効
確
認
（
未

払
い
賃
金
請
求
）
訴
訟
」

の
第
二
回
口
頭
弁
論
を
傍

聴
し
ま
し
た
。
東
北
地
区

の
組
合
か
ら
も
応
援
に
駆

け
つ
け
、
傍
聴
者
は
33
名

で
満
席
で
し
た
。
原
告
団

の
一
人
が
意
見
陳
述
書
を

読
み
上
げ
、
生
活
や
研
究

教
育
活
動
に
支
障
が
出
て

い
る
実
情
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
被
告
側
の
大
学

当
局
代
理
人
が
被
告
準
備

書
面
を
提
出
し
て
終
了
し

ま
し
た
。

山
大
裁
判
の
特
徴
は
、

他
大
学
（
福
岡
大
学
教
育

大
学
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所
）
で
は
文
科
省
か
ら

の
要
請
が
一
つ
の
論
点
に

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

山
形
大
学
当
局
が
「
大
学

の
自
治
と
し
て
賃
金
引
き

下
げ
の
判
断
を
し
た
」
と

主
張
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
経
営
上
の
合
理
性
」
が

論
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
で
す
の
で
、
上
記

の
被
告
準
備
書
面
で
も

「
運
営
費
交
付
金
の
減
額

に
対
応
す
る
た
め
の
資
産

の
不
存
在
」
が
中
心
で
し

た
。し

か
し
、
原
告
側
の
会

計
士
や
弁
護
士
は
、
利
益

剰
余
金
（
積
立
金
）
も
資

金
（
流
用
資
産
）
も
十
分

存
在
す
る
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
資
料
の
説

明
を
聞
く
と
、
「
勝
訴
、

間
違
い
な
し
」
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

弁
護
士
は
、
全
く
楽
観
し

て
い
ま
せ
ん
。
裁
判
官
の

姿
勢
（
労
働
者
の
待
遇
や

権
利
を
守
る
と
い
う
立
場

に
立
つ
か
ど
う
か
）
で
、

全
く
判
断
が
変
わ
っ
て
く

る
と
の
こ
と
。
瀬
戸
際
の

闘
い
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
（
片
山
知
史
）

さ
る
９
月
7
日
午
前
10

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
シ
ョ
ー

ケ
ー
ビ
ル
に
て
同
大
会
が

開
か
れ
、
東
北
大
学
か
ら

は
片
山
委
員
長
、
佐
藤
が

出
席
し
て
き
ま
し
た
。
参

加
状
況
は
、
25
加
盟
団
体

の
中
か
ら
18
団
体
、
代
議

員
数
71
名
中
58
名
の
参
加

で
し
た
。

冒
頭
の
議
長
発
言
か
ら

始
ま
り
、
来
賓
挨
拶
の
あ

と
議
案
提
案
・
報
告
、
午

後
か
ら
は
北
陵
ク
リ
ニ
ッ

ク
事
件
、J

A
L

不
当
解
雇
撤

回
闘
争
原
告
団
、
電
機
連

合
ソ
ニ
ー
労
組
仙
台
支
部

か
ら
の
訴
え
が
あ
り
、
議

案
に
対
す
る
質
疑
・
討
論

は
な
く
各
諸
団
体
か
ら
の

活
動
報
告
、
協
力
の
依
頼

等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
2012

年
度
の
取
り
組
み

総
括
」
一
般
会
計
報
告
、

県
労
連
会
館
運
営
委
員
会

基
金
会
計
報
告
、
2013

年
度

運
動
方
針
案
並
び
に
2013

年

秋
・
年
末
闘
争
方
針
案
、

2013

年
度
一
般
会
計
予
算
の

採
択
は
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全
労
連
共
済
の
実
施
に

関
す
る
改
正
（
案
）
は
、

資
料
配
布
が
当
日
と
い
う

こ
と
で
、
検
討
す
る
時
間

も
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら

今
回
の
大
会
で
は
採
択
事

項
か
ら
取
り
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

2013

年
度
は
新
議
長
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て

専
従
と
い
う
形
で
リ
ー
ド

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で

す
。
他
数
名
の
役
員
の
入

れ
替
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、

東
北
大
関
係
で
は
千
葉
書

記
長
が
新
年
度
も
常
任
幹

事
と
し
て
残
る
こ
と
と
、

会
計
監
査
と
し
て
金
研
支

部
の
鈴
木
大
介
さ
ん
が
参

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。最

後
に
、
新
議
長
よ
り

第
25
回
定
期
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン

「
す
す
め
よ
う
！

被
災
者
が
主
体
の
復
旧
、

復
興
を
！
、
前
進
さ
せ
よ

う
！
広
範
な
労
働
者
・
県

民
と
の
共
同
を
！
、
実
現

さ
せ
よ
う
！
良
質
な
雇
用

と
生
活
で
き
る
賃
金
を
！
」

の
発
言
の
後
、
団
結
頑
張

ろ
う
で
意
思
統
一
を
図
り

終
了
し
ま
し
た
。
（
佐
藤
）

２０１３年１０月２５日 東北大職組新聞コア 第２４２号[ 3 ]

研
究
・
教
育
活
動
に
支
障
が

山
形
大
学
給
与
返
還
訴
訟

良
質
な
雇
用
の
実
現
を

・

・
県
労
連
大
会
・
・

教研集会参加
しました

フル参加は久しぶりである。

「男女共同参画」の分科会。やはり男女平等とは

程遠い東北大学であるということを再確認。国内で

初めて女子の学生を受け入れたということを前面に

出し男女共同参画のシンポジウムを行っているが、

教員の比率は相変わらず低い。国大協として、２０

１０年までに２０％を目指していたが、２０１６年

までに１７％と目標を下げた。それでもいい。今度

こそ目標を達してほしい。なにせ今は１０％以下な

のだから。

全労連の方の講演では、民間と公務労働者が、正

規と非正規労働者が力を合わせて闘おう。大学の先

生方の言動が社会に与える影響は大きい。ぜひ一緒

に頑張って行こうの言葉が心に残った。

事務職員分科会。皆大変な中頑張っている。東北

大学では少数だが全国には素敵な仲間がいる。（京）
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霧
中
の
白
髪
山
を
歩
く

し
ら
ひ
げ
や
ま

コ
ア
編
集
委
員
の
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で

10
月
５
日
、
国
道
48
号
線
の
関

山
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
、
黒
伏
高

原
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ャ
ン
グ
ル
ス
キ
ー

場
奥
の
林
道
終
点
に
あ
る
観
音
寺

登
山
口
に
到
着
し
た
の
は
10
時
過

ぎ
。
霧
雨
の
中
、
合
羽
を
着
て
歩

き
出
す
。
間
も
な
く
ブ
ナ
の
美
林

が
続
き
、
穏
や
か
な
の
ぼ
り
を
進

む
。
こ
の
季
節
は
キ
ノ
コ
を
採
取

し
た
い
の
だ
が
、
食
用
に
な
り
そ
う
な
の
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
美
味
し
そ
う
で
立
派
な
キ
ノ
コ
が
あ
っ
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
毒
キ
ノ
コ
で
有
名
な
ツ
キ
ヨ
ダ
ケ
だ
っ
た
。

50
分
程
で
粟
畑
分
岐
点
に
到
着
す
る
。
ま
っ
す
ぐ
進
む
と

船
形
山
に
続
く
。
右
折
し
て
20
分
も
進
む
と
展
望
の
良
い
ピ
ー

ク
が
続
く
は
ず
だ
っ
た
が
、
雨
天
の
た
め
全
く
展
望
が
き
か

な
い
。
紅
葉
が
始
ま
っ
た
船
形
山
の
景
色
を
見
な
が
ら
（
の

つ
も
り
で
）
気
持
ち
の
良
い
尾
根
道
を
歩
き
、
山
頂
に
到
着

し
た
の
は
12
時
頃
だ
っ
た
。

山
頂
で
は
お
に
ぎ
り
を
食
べ

な
が
ら
30
分
だ
け
休
憩
し
て
下

山
を
始
め
た
が
、
気
が
付
け
ば

空
が
や
や
明
る
く
な
り
霧
雨
は

止
ん
で
い
た
。
明
る
く
な
っ
て

き
た
ブ
ナ
林
を
ク
マ
と
出
会
わ

な
い
よ
う
に
時
折
大
声
を
出
し

な
が
ら
１
時
間
弱
で
登
山
口
に

到
着
し
た
。

近頃、「北上山地にILCが誘致される(かも?)」と言う話を耳にし

ますが、一体何のことなのでしょうか?ILCとは「国際リニアコライ

ダー(International Linear Collider)」の頭文字を取ったもので、

中核となる加速器の全長が30km(仙台〜松島間位)にもなる装置を使っ

て、光速近くまでスピードを上げた電子と陽電子をぶつけあうこと

で発生するヒッグス粒子を観測して宇宙誕生の謎を解明する研究等

を行う施設です。加速器を持つ施設は敷地などの問題もあり直線加

速器と円形加速器を組み合わせて構成されているものも多く、大き

なものでは三神峯を除く東北大の各キャンパスを囲んだ円周以上の

長さを持つ円形加速器も存在します。ILCは名前の通り直線加速器が

主体として構成されていて、世界最大規模の直線加速器となる予定

です。

以前、原子核理学研究所(現・電子光理学研究センター)を始め、

国内数カ所の放射光施設で実験を手伝ったことがある程度の知識を

基に解説しているので、専門家の先生方から見ると間違った言い回

しをしている部分があると思いますが、「基本部分を判りやすく」

を心がけたという事でご容赦いただければと思います。

新
し
い
コ
ア
の
手
づ
く

り
第
一
号
に
、
委
員
長
と

書
記
長
の
ビ
ッ
グ
対
談
で

す
。
新
執
行
委
員
の
皆
さ

ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

新
知
事
誕
生
で
宮
城
の

未
来
を
。
宮
城
と
全
国
の

母
親
大
会
は
未
来
を
語
っ

て
い
ま
す
。

山
形
大
学
給
与
返
還
訴

訟
の
勝
訴
を
。
県
労
連
も

新
た
な
出
発
で
す
。

「I
L
C

」
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
白
髪
山
は
す
ば

ら
し
い
。
皆
さ
ん
も
ト
ラ

イ
ど
う
ぞ
。
（
タ
ク
さ
ん
）

編
集
後
記

＊10/27（日）知事選投票日

＊10/28（月）憲法学習会「憲法改正ルール」

＊11/01（金）鉄板焼きde組合誕生会

＊11/04（月）慶明丸に行こう

＊11/9-10（日）子どもの未来をひらくみや

ぎ教育のつどい

＊11/10(日）９条を守り生かす宮城のつどい

＊11/15（金）退職者の会「南三陸町への旅」

＊11/30-12/01（日）全大教医大懇

こ
れ
か
ら
の
日
程

ひき
だし 多元研支部 千葉 裕輝さん

「ILC」って何?

「憲法９条を守り生かす
宮城のつどい」

講師：渡辺 治氏

（一橋大学名誉教授）

１１月１０日（日）１３時～

みやぎ教育のつどい

１１月９日（土）１０日（日）

フォレスト仙台

記念講演

作家 熊谷 達也さん

「震災後を生きるということ」

Since1949.10.29

組合は満64歳に

鉄板焼きｄｅ誕生会

11/1（金）１８：３０ 書記局

差し入れ歓迎！歌もうたおう！

天気が良ければ船形山が見える

白髪山山頂は霧の中




